
 

 

 

   

  ＣＴＲソフトウエアによる極点図の表示 
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 １．概要 

 ２．測定データ表示 

  ２．１ ｒｉｇａｋｕ－ｒａｓファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

  ２．２ Ｐａｎａ－ｘｒｄｍｌファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

  ２．３ Ｂｕｌｋｅｒ－ｕｘｄファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

 ３．極点図の詳細表示 

  ３．１ ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 ３．２ 等高線黒一色表示 

 ３．３ 極点図の平均化 

 ３．４ 極点図軸表示 

 ４．ＯＤＦ解析結果のＥｘｐｏｒｔ極点図の表示 

  ４．１ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  ４．２ ＬａｂｏＴｅｘ 

  ４．３ ＭＴＥＸ 

  ４．４ ＮｅｗＯＤＦ 

  ４．５ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  ４．６ ｐｏｐＬＡ 

 ５． 極点図のｃｒｅａｔｅ 

  ５．１ ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエア 

  ５．２ ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエア 

  ５．３ ＮＴＥＸソフトウエア 

  ５．４ ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐによるＴｅｔｒａｇｏｎａｌ 

  ５．５ ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐによるＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  ５．６ ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔによるＨｅｘａｇｏｎａｌ 

 ６．結晶軸回転、座標軸回転による極点図の回転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

  ＣＴＲソフトウエアによる極点図表示は、極点図測定結果のデータ処理において処理前後の表示 

    各種ＯＤＦ解析結果の再計算極点図Ｅｘｐｏｒｔの表示と極点図の回転などのデータ処理にて表示 

    これらは、測定データやデータ処理結果の極点図表示であったが、最近、結晶方位から極点図を 

    ｃｒｅａｔｅするソフトウエアを作成している。この経緯を説明します。 

 

 単結晶の方位測定による極点図の表示ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエアに 

 よる極点図のｃｒｅａｔｅ（Ｃｕｂｉｃ） 

 ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエアに極点図ｃｒｅａｔｅ機能を追加（Ｃｕｂｉｃ） 

 ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐソフトウエアにｃｒｅａｔｅを追加 

  （Ｃｕｂｉｃ，Ｔｅｔｒａｇｏｎａｌ，Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ） 

 Ｈｅｘａｃｏｎｖｅｒｔに極点図ｃｒｅａｔｅ機能を追加 

 を行っています。表示方法はｐｏｌａｒｎｅｔ表示で行っています。 

 極点処理を行うとｔｘｔ２（α、β、極度）に変換が行われ各種ソフトウエアで表示処理されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 測定データ表示 

 各メーカＸ線測定装置で測定した極点図をａｓｃデータに変換し極点図表示を行う 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 



  ２．１ ｒｉｇａｋｕ－ｒａｓファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

  

   

 一括変換  

  

 極点処理ソフト(ODFPoleFigure2)で一括表示 

  



 ２．２ Ｐａｎａ－ｘｒｄｍｌファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

 Mtex5.1.1¥Data¥PoleFigure¥xrdml.xrdmlファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

  

Xrdmlファイル 

 

    ｘｒｄｍｌ表示 

 

変換後、極点処理ソフトウエア(ODFPOleFigurte2)で極点図表示 

 



 ２．３ Ｂｕｌｋｅｒ－ｕｘｄファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

    Mtex5.1.1¥Data¥PoleFigure¥bruker.UXDファイルをａｓｃに変換し極点図表示 

  

  

  

 

 ｕｘｄからａｓｃに変換 

  

 変換した極点図を、極点処理ソフトウエア(ODFPOleFigurte2)で極点図表示 

 



３．極点図の詳細表示 

  極点処理（バックグランド除去、ｄｅｆｃｏｕｓ補正など）した結果や、各種ＯＤＦ解析し 

 Ｅｘｐｏｒｔされた再計算極点図をＴＸＴ２に変換し、以下のソフトウエアなどで 

 極点図表示が可能になります。 

３．１ ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

       等高線 0.05deg間隔 

  

３．２ 等高線黒一色表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



３．３ 極点図の平滑化 

 

 

３．４ 極点図軸表示 

  



４．ＯＤＦ解析結果のＥｘｐｏｒｔ極点図の表示 

 ＥｘｐｏｒｔされたデータをＴＸＴ２に変換し表示が行われる 

 ４．１ ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

    

 

Ｅｘｐｏｒｔ極点図をステップ０．１度間隔で表示（最大極点図値で規格化表示） 

 

 

 



４．２ ＬａｂｏＴｅｘ 

 SｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析した入力データを対称操作なしで解析 

 

 

  

 Ｅｘｐｏｒｔデータ 

Ｅｘｐｏｒｔデータの表示をステップ０．１ｄｅｇで表示（最大極点図値で規格化表示） 

 

   



 ４．３ ＭＴＥＸ 

  ＭＴＥＸで解析し、再極点図の表示とＥｘｐｏｒｔ 

         

 

export(rpf,'mtex') 

Ｅｘｐｏｒｔしたデータの極点図の表示（最大極点図値で規格化表示） 

 

 

   

 



  ４．４ ＮｅｗＯＤＦ 

 ＳｍａｒｔＬａｂで解析し、再極点図の表示とＥｘｐｏｒｔ 

  

 Ｅｘｐｏｒｔデータ（最大極点図値で規格化表示） 

 

 

   



 ４．５ ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析し、再極点図の表示とＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 

Ｅｘｐｏｒｔした極点図を表示（最大極点図値で規格化表示） 

 

   



  ４．６ ｐｏｐＬＡ 

 ｐｏｐＬＡはＤｏｓ画面で動作するＯＤＦ解析ソフトウエアでＷＩＭＶ，Ｈｅｒｍｏｎｉｃが 

 サポートされているが解析結果の表現が貧弱なためＣＴＲソフトウエアでサポートしています。 

 以下はＰＦｔｏＯＤＦ３にて、RAW,DFBファイルを作成し、ｐｏｐＬＡで解析した結果ファイル 

 FULからＭａｋｅＰｏｌｅｆｉｌｅでＴＸＴ２を作成 

  

 ｐｏｐＬＡ解析結果の再計算極点図（最大極点図値で規格化表示） 

 

   

 



５． 極点図のｃｒｅａｔｅ 

 結晶方位｛１１２｝＜－１－１１＞ｃｏｐｐｅｒを指定して極点図の作成 

  ５．１ ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエア 

 結晶方位を指定する事で、あらゆる極点図の描画可能になります。 

 本来このソフトウエアの目的は、単結晶極点図から方位の決定を行っています。 

  

｛１１２｝極点図    （１１２）ステレオ投影図 

 

 



５．２ ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエア 

 結晶方位を指定する事で、あらゆる極点図の描画可能になります。 

 ステレオ投影図は描画していません。 

  

 

 



   ５．３ ＮＴＥＸソフトウエア 

 ＮＴＥＸはＭＴＥＸに似せたコマンドソフトウエアです。 

で表示できます。 

  

 Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ表示は 

  



  ５．４ ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐによるＴｅｔｒａｇｏｎａｌ 

 

 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 

 

 



  ５．５ ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤｉｓｐによるＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

     

 



  ５．６ ＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔによるＨｅｘａｇｏｎａｌ 

 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 

 

 

 

 

 

 



６．結晶軸回転、座標軸回転による極点図の回転 

 Ｃｕｂｅ方位をＲＤ軸に４５度回転でＧｏｓｓ方位が得られる 

           Ｃｕｂｅ 

  

  Ｇｏｓｓ 

機械軸を結晶軸に変換し結晶軸で回転 


